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　 こ れ は 私 の 考 え で す が、 誰 か に
renewablesを使ってください、というの
は、イソップのキツネの話と同じです。私
にはリソースがないから、皆さんもこのリ
ソースは使わないでください、このイメー
ジ、同じでしょう。貧しい国、例えばイン
ドでもエネルギーは大切で、必要なもので
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すから、コールを使わないでくださいと言
われても、おそらく使うでしょう。あくま
での私の考えですけど。京大の考えじゃな
いですよ（笑）。
　だから、私は、最後のソリューション
は、二酸化炭素のカットしかないと考えて
います。皆さんは多分油とかコールとかガ
スは仕方がないので使うでしょう。だから
（排出される）二酸化炭素をカットしたほ
うがいいのです。
　もう一つ問題は二酸化炭素のカットの値段です。１トンの二酸化炭素にかかる掃除のコ
スト。5000円～1000円と考えられています。さきほど説明しましたが、世界で40ギカトン
の二酸化炭素が毎年排出される。その回収に400兆円のコストがかかります。誰か400兆円
持っていますか。持ってないでしょう。誰も払いたくない。そういうレベルのコストです。
誰が払うか。例えば発電所を持つ電力会社とか。でも、負担したくない。それは当然です。
そんなことをしたら皆さんの電気代がアップします。
　色々な国の政府が、例えば、カナダでは
電力会社にペナルティーを与えている。二
酸化炭素１トンあたり2000円です。会社
は「じゃあ2000円どうぞ、どうぞ」と払い
ます。なぜなら安いからです。他にも色々
な国でタックスのペナルティーを取り入
れていますが、カナダでも、カリフォルニ
アでも今は同じレベル、大体2000円プラ
スいくらかになります。日本も2012年から
ちょっとですが始まっています。でもおそ
らくこのペナルティーはもっと高くなり
ます。今は2000円ですが、おそらく30年後
には１万円になるでしょう。それでも掃除
のコストよりペナルティーの方が安い。だ
から、会社は何もしないでペナルティーを
払う。だから、何も変わりません。空気が
きれいにならない。
　私の夢はこれです。コストが安い技術
を開発する。そうすれば皆ペナルティー
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を払うのではなく、掃除します。だから
空気がきれいになる。これが私の目標で
す。　今はコストがとても高いので、誰
も何もしない。
　これはテキサスにある240ＭＷ規模の世
界最大のCO2回収装置です。グラフをご覧
ください。北海道の電力容量と比較しただ
けでも、これからの道のりが遠いことがわ
かります。コストが高いから、誰も何もし
たくない。だから、私たちにはコストの安
い技術が必要です。
　これは日本の予算です。大体毎年100兆円。既存の回収技術を使うと、日本の予算の半
分かかります。皆さんのタックスは50％上がります。多分誰もそんなことは望まないでしょ
う。
　今、私のグループは、皆さんの税金を使って研究しています。ありがとう。大きなプロ
ジェクトが始まりました。10年間で今の装置と比べたら、10分の１のコストで（二酸化炭
素を回収）できる技術を開発します。その後の25年間で私がやりたいことは、日本の発電
所に私の技術を使ってもらって空気をきれいにすることです。
ちょっと私の技術を説明します。
（映像放映）
　私からの最後のメッセージです。多分こ
れは京大のメッセージでもあります。自分
にとって大事な問題を自分自身で探して、
そのあとは一生懸命に調べてチャレンジ
してください。ほかの人よりベターとかで
はない、自分のチャレンジですから、皆さ
ん、自分のチャレンジを探してください。
　これで終わりです。最後にもう一回みん
なで写真撮りましょう。フェイスブックに
アップしますからね。ありがとう。
